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⽇本安全教育学会第 22 回東京⼤会開催要項 

 
１．期⽇  令和 3 年 10 ⽉ 16 ⽇(⼟)〜17 ⽇(⽇) 
２．会場  国⽴オリンピック記念⻘少年総合センター（東京都渋⾕区代々⽊神園町 3-1） 

    10 ⽉ 16 ⽇（⼟）センター棟 501(全体会・⼀般⼝演)、502（⼀般⼝演）、510(本部)  
10 ⽉ 17 ⽇（⽇）センター棟 513（全体会・⼀般⼝演）、512（⼀般⼝演）、510(本部) 

※ 3 密の回避、⼿指等の消毒、マスクの着⽤、換気、施設⼊⼝での検温など新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）予防にご協⼒下さい。また、発熱・咳など体調不良の場合は、対⾯参加を⾒合わせて下さい。 

 
３．主題及び趣旨 

【主題】   安全教育研究の深化と実践のための新たなる協働を通した「安全⽂化」の創造 
〜⽣活安全、交通安全、災害安全(防災)を貫く危険予測と⽣命尊重の精神〜 

【趣旨】 
近年、我が国では、学校や地域で⽇常的に起こる教育活動中の事故、交通事故や犯罪被害などに加えて、地

震・津波・気象災害・⽕⼭噴⽕等の⾃然災害や新型コロナウイルス感染症（COVID-19）などが発⽣し、深刻
な状況にある。そのため、学校や地域においては、⼦どもの安全の確保を図り、教育活動を円滑に実施し、安
⼼して伸び伸びと⽣活できるようにするため、⾮常時はもちろん平時から危機管理の視点を重視し、危険予測
と⽣命尊重の精神を基盤とした「安全⽂化」の創造を⽬指した息の⻑い教育や研究に取り組む体制の整備等が
求められている。 

そのような中、第2次「学校安全の推進に関する計画」が⽰され、第3回国連防災世界会議「防災教育交流
国際フォーラム」において、「レジリエントな社会構築と防災教育・地域防災教育⼒の向上を⽬指して」仙台
宣⾔が採択されるなど安全教育・危機管理の重要性が⼀層叫ばれ、様々な場で取組が⾏われている。これら
を受け、本⼤会では「安全教育研究の深化と実践のための新たなる協働を通した『安全⽂化』の創造」を主
題に、講演やシンポジウム等において、広く⾃然災害や多様な事件・事故災害等の防⽌に関して考察すると
ともに、最新の知⾒と学校、⻘少年教育施設、⻘少年スポーツ指導者等の安全教育・危機管理の現状，課題
等について研究者、地域の関係者や教職員等の実践者、保護者及び⾏政・関係機関、⻘少年教育施設、⻘少
年スポーツ指導者等の関係者が情報交換及び研究協議等を⾏い、我が国の安全教育・危機管理の充実と研究
の推進に資する。 

 
４．主催・主管・事務局 
  【主催】 ⽇本安全教育学会 理事⻑ ⼾⽥芳雄(明海⼤学客員教授) 
       年次学会⻑・実⾏委員⻑  ⽮崎良明(学校安全教育研究所代表) 

【主管】 ⽇本安全教育学会第 22 回東京⼤会実⾏委員会 
【協⼒】 全国学校安全教育研究会・東京都学校安全教育研究会 
【事務局】●第 22 回東京⼤会実⾏委員会事務局(担当：⼾⽥) 

E-mail jasetokyoreiwa@yahoo.co.jp 
●⽇本安全教育学会事務局  

東北⼤学災害科学国際研究所 防災教育実践学分野内（事務局担当常任理事 佐藤健） 
E-mail   jase@dcrc.tohoku.ac.jp 
学会 HP https://anzen-kyoiku.org/ 
 

５．定員及び開催形式    定員 200名 （16⽇、17 ⽇各 100名程度で研修室収容⼈員の１/2まで) 
  開催形式 参加者が、対⾯及びオンライン（Zoom）活⽤のどちらかを選択できるハイブリッド型とする。 
 
６．申し込み及びお問い合わせ 
  申込期限 令和 3 年 6⽉ 1 ⽇（⽕）〜 ９⽉ 25⽇（⼟） 

参加申し込み及び⼀般⼝演申し込みは、安全教育学会ホームページから。 
学会 HP https://anzen-kyoiku.org/ 
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なお、定員管理の厳正化を求められているため、原則として当⽇の参加は受け付けません。参加申込みについては、
定員を超え、参加をお断りする場合のみ、連絡させて頂きます。当⽇⽋席の連絡・⼿続等は不要とします。 

⼀般⼝演申込みは、演題登録及び抄録の〆切りを 8⽉ 31 ⽇(⽕)までとしますので、あらかじめご承知ください。⼀
般⼝演は、学会員であることが必要です。現在、⾮会員の場合は、学会 HP をご覧いただき⼊会申込に記⼊の上、事務
局に送付し、⼊会⼿続きをお願いします。（その場合、今回の参加費は 3,000円となります） 
 変更や詳細については、逐次本会ホームページに掲載します。 
  ＜問い合わせ＞   第 22 回東京⼤会実⾏委員会事務局(担当：⼾⽥)  

    E-mail jasetokyoreiwa@yahoo.co.jp(再掲) 
 

７．参加費等 ◇以下の郵便振替⼝座に送⾦ください。 
⼝座名称：⽇本安全教育学会東京⼤会  ⼝座記号番号：00810−1−155274  

＊ゆうちょ銀⾏・郵便局以外の⾦融機関から振り込みをされる場合は、下記内容をご指定ください。 
  

店名（店番）：〇⼋九（ゼロハチキュウ）店（089）預⾦種⽬：当座 ⼝座番号：0155274  
 名義 ⽇本安全教育学会東京⼤会 

＊払込取扱票はゆうちょ銀⾏の⽤紙を使⽤ください。また、⼊⾦後の返⾦はできませんので、予めご了承下さい。 
 

【⽇本安全教育学会会員】  ５，０００円（予稿集 1冊代を含む） 
【新規⼊会⼿続者・⼤学院学⽣】 ３，０００円（予稿集 1冊代を含む） 
【⾮会員】   ６，０００円（予稿集 1冊代を含む） 
【学部・短期⼤学部学⽣等】  １，０００円（予稿集代 1冊を含む） 

*予稿集のみ、または、追加申込（1冊追加につき） １，０００円 
＊⽋席された場合、及び諸般の事情によりやむを得ず本⼤会が中⽌となった場合も、返⾦はできません。 

予稿集の送付で対応させていただきますので、ご了承ください。  
 

８．参加対象 
幼稚園、⼩・中・⾼・特別⽀援学校等の教職員及び保護者、⽇本安全教育学会会員、⼤学・研究機関及び 
⼤学院の教職員及び学⽣、⻘少年教育・安全教育関係機関・⾏政関係者等、その他安全教育に関⼼のある者 

  
９．後援(承認済) 

⽂部科学省、東京都教育委員会、独⽴⾏政法⼈⽇本スポーツ振興センター、学校安全教育研究所、全国学校
安全教育研究会、東京都学校安全教育研究会、⼀般社団法⼈⽇本スポーツ⻭科医学会、⼀般財団法⼈⽇本交
通安全教育普及協会、⼀般社団法⼈⽇本学校保健学会、⼀般社団法⼈防災教育普及協会、公益社団法⼈⽇本
学校⻭科医会、⽇本交通⼼理学会、⽇本セーフティプロモーション学会、⽇本健康相談活動学会 

 

 
＊利⽤できる駐⾞場はありません。公共交通機関（JR新宿駅経由、⼩⽥急線参宮橋駅の利⽤が便利）をご利⽤下さい 

国⽴オリンピック記念 
⻘少年総合センター 


